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面特有の不安を測定するCSAI（Competition State Anxiety 




















































































  (1) バレーボール選手における状態不安及び特性不安の
現状を明らかにする。 
  (2) 状態不安と特性不安との関連性を検討する。 
 
 ２）研究Ⅱ 






































した 4 チームの選手56名を以下の通りに分類した。 
 １）チーム（競技レベル） 
 選手が所属するチームを基準として、 4 つの群（ 1 部上
位＝A、 1 部下位＝B、 2 部＝C、 3 部＝D）に分類し、各
チーム共に14名であった。 
 ２）学年 
 選手の学年を基準として、 4 つの群（ 4 年生～ 1 年生）
に分類し、 4 年生13名、 3 年生14名、 2 年生15名、 1 年生
14名であった。 
 ３）ポジション 
 選手が担うポジションを基準として、 4 つの群（Wing 
spiker、Middle blocker、Setter、Reciever）に分類し、Wing 















  1 ) チーム 




 平常時状態不安得点、特性不安得点の 4 チームによる差
については、平常時状態不安得点、特性不安得点共に有意な
差は見られなかった。 







































  1 ) チーム 























は、直後を除く 3 時点で有意な差が見られた。前日では、 2 
年生の得点が 4 年生及び 1 年生と比較して、有意に高い数
値を示し（p＜.05または.01）、当日では 1 年生の得点が 3 年
生及び  2 年生と比較し、有意に数値が低くなっていた
（p＜.05または.01）。また、直前でも 2 年生の得点が 4 年生及
び 1 年生と比較し、有意に高い数値を示した（共にp＜.01）。 













  4 ) 総合考察 
 以上の結果、状態不安について、測定時点による有意な得
点の差はないと推察されるが、競技レベル別に概観した場合、 

































  1 ) チーム 















  2 ) 学年 
 各学年における状態不安得点の測定時点による差について
は、敗戦を喫した試合にのみ全ての学年で有意な差が見られ、 

























































  1 ) チーム 
 各測定時点における状態不安得点の 4 チームによる差に
ついては、勝利を収めた試合では全ての時点で、敗戦を喫し

























 敗戦を喫した試合については、前日で 2 年生の得点が 4 
年生及び 1 年生と比較して、有意に高い数値を示し（共に
p＜.05）、直前でも 2 年生の得点が 4 年生と比較し、有意に
数値が高くなっていた（p＜.05）。しかし、当日、直後では、
学年による有意な差は見られなかった。 
  3 ) ポジション 
 各測定時点における状態不安得点のポジションによる差に
ついては、勝利を収めた試合では全ての時点で、敗戦を喫し
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